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米国の「中国バッシング」が中国内で「あくどいこと極まりない」という言葉が出るほど過酷だという評価が

出ている。中国共産党員の米国訪問禁止案を議論したかと思えば、ヒューストン駐在の中国総領事館に対して７

２時間以内の閉鎖を電撃通知した。 想像を超える米国の強硬措置が続き、中国はひどく当惑している様子だ。

中国はその都度「米国はおかしい」と非難し、「反撃する」と対抗している。しかし、中国が対応の枠組みを整

える前に、米国は別の中国バッシングを披露している。    

過去の政府とは全く異なるトランプ米大統領の対中強硬措置の背後には「米国では国宝、中国では漢奸」と呼

ばれる華人がいる。ことし５８歳の余茂春氏がその主人公だ。 

余氏は現在、マイク・ポンペオ国務長官の中国政策首席顧問だ。 余茂春氏のオフィスはポンペオ長官の執務

室からわずか数歩しか離れていない。中国から「人類の公敵」と非難されるポンペオ長官は、余茂春氏のことを

「我々のチームの中核」と言う。  

ポンペオ長官は「中国共産党の挑戦に直面し、このチームは我々に自由をいかに守ることができるかについて

提案する」とし、余茂春氏の役割を評価した。デイビッド・スティルウェル米国務省東アジア・太平洋担当次官

補は「余茂春先生は国宝」とまで称えている。 

 マット・ポッティンジャー米国家安全保障副補佐官は、余茂春氏をトランプ政府外交政策チームの「宝のよ

うな貴重な資源」と賞賛している。米ワシントン・タイムズや中国環球時報などによると、現在米国の中国バッ

シングを背後から指揮している人物が余茂春氏だ。  

１９６２年８月に中国重慶で生まれた余茂春氏は、青少年期に狂乱の文化大革命の１０年の歳月を経て、１９

７９年から１９８３年までは周恩来が通ったことのある天津・南開大学で歴史学を学んだ。 １９８５年に米国

に渡り、ペンシルバニア州のフィラデルフィアの南西に位置するスワースモア大学で修士号を、１９９４年にカ

リフォルニア大学バークレー校で歴史学の博士号を取得した。同年、米海軍の教官になり東アジアと軍事史を講

義した。現在、米国の要職には余氏の学生が少なからず布陣しているという。  

トランプ氏の執権以降、米国務省傘下の政策企画室で勤務することになった余茂春氏は、この３年間トランプ

政府の対中戦略を立てるために非常に重要な役割を果たした参謀で、米国に中国を戦略的競争相手と規定させた

張本人として知られている。  

中国語を母国語として学んだ余茂春氏は中国が駆使する外交用語に惑わされるなと主張する。北京がよく使う

「Ｓｈｕａｎｇｙｉｎｇ（ウィン・ウィン）」や「相互尊重」のような言葉は中国語の中の陳腐なことこの上な

い古臭い表現で、耳を傾けてはならないと言う。 

 余茂春氏は米政府が７０年代末に北京と修交して以来、米中関係を自らの意のままに導いていけると誇示し

たのが間違いの始まりだったと言う。トランプ氏以前の米大統領が犯した間違いは、対中政策を立てる際に中国

がどう出るかを考慮したことだと主張する。   

余茂春氏は「まず、米国の最優先の国家利益が何なのかから検討すべきだった」と言う。これを土台に中国を

強く圧迫すべきだということだ。また、余氏は米政府の歴代の対中政策のうち、最大の過ちは中国共産党と中国

人民を区別しなかったことだと言う。  

米高官が中国共産党政権と中国人民を区別せずに「中国人」と総称したのは間違いだということだ。ポンペオ長

官が最近、習近平中国国家主席を「習首席」ではなく「中国共産党総書記」と呼んでいるのには理由があったの

だ。 先日、米ニューヨークタイムズが報じた「中国共産党員の米国訪問全面禁止案検討」報道からは余茂春氏

の存在が感じられる。中国共産党は伝統的に人民を水、共産党員を魚に例える。余氏の主張は魚を水から離そう

とするものだ。 また、余茂春氏は米国はこれまで対中政策を樹立する際に北京の弱点を正確に把握できていな
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かったと指摘する。 

余氏は「実のところ、中共政権の核心は脆弱で、自らの人民を最も恐れている」と主張した。   

余茂春氏は現在、米政府で「中国に関する百科事典」で通っている。一方、中国では余氏を「漢奸」と呼ぶ。

中国の左派シンクタンク昆侖策の研究員は「南開大学がこんな恩知らずな人物を輩出したのか」と嘆いている。    

環球時報の総編集、胡錫進氏は「米国のあくどい対中政策はこの華人から出た。２０代前半に中国を離れる時、

彼の頭の中には西欧への崇拝でいっぱいだった」とし「彼はインターネットで出回る極端主義勢力の影響を受け

た偽の学者に過ぎない」と猛非難した。   

現在展開されている米中の戦いは、ある意味「華人対華人」の構図だ。トランプ執権後、中国は米国の予想外

の高校措置にひどく苦戦し、「我々が米国を分かっていない」と嘆いてきたが、実は気づけば米国の背後には華

人がいたのだ。 

 


